
は
じ
め
に

　

従
来
、
近
代
以
前
に
お
け
る
一
人
称
代
名
詞
「
僕
」
の
自
覚
的
な
使
用
は
、
幕
末

の
頃
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
観
が
あ
り
、
そ
の
傍
証
と
し
て
長
州
藩

の
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
─
一
八
五
九
）
が
自
身
の
文
章
で
「
僕
」
を
多
用
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
１
）。

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
は
そ
う
し
た
「
僕
」

の
自
覚
的
な
使
用
は
、
さ
ら
に
百
年
以
上
を
さ
か
の
ぼ
り
、
す
で
に
江
戸
中
期
の
用

例
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
じ
く
長
州
藩
の
山
県

周
南
の
著
述
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

山
県
周
南
（
一
六
八
七
─
一
七
五
二
）
は
、
貞
享
四
年
に
長
州
藩
の
儒
者
山
県
良

斎
の
次
男
と
し
て
周
防
国
（
現
在
の
山
口
県
防
府
市
鈴
屋
）
に
生
ま
れ
た
。
名
は
孝

孺
・
文
儒
、
通
称
は
次
公
・
少
助
、
周
南
は
号
で
あ
る
。
周
南
は
、
十
九
歳
で
江
戸

の
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
─
一
七
二
八
）
に
入
門
し
て
古
文
辞
学
を
修
め
、
徂
徠
門

下
で
は
最
も
早
い
時
期
か
ら
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
。徂
徠
門
下
の
う
ち
太
宰
春
台（
一

六
八
〇
─
一
七
四
七
）
を
経
学
面
、
服
部
南
郭
（
一
六
八
三
─
一
七
五
九
）
を
詩
文

面
で
の
継
承
者
と
す
れ
ば
、
山
県
周
南
は
教
育
面
で
の
高
弟
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

る
。
帰
郷
後
は
、
長
州
藩
校
明
倫
館
の
創
設
時
か
ら
命
名
や
教
育
課
程
の
検
討
な
ど

に
深
く
関
わ
り
、
徂
徠
が
樹
立
し
た
学
問
体
系
で
あ
る
徂
徠
学
を
導
入
し
第
二
代
学

＊
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
准
教
授

（
要
旨
）

　

従
来
、
近
世
に
お
け
る
一
人
称
代
名
詞
「
僕
」
の
使
用
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
研
究
は
、

そ
の
用
例
の
検
討
も
含
め
て
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
近
代
以
前
に
お

け
る
一
人
称
代
名
詞
「
僕
」
の
自
覚
的
な
使
用
は
、
幕
末
に
始
ま
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
観
が
あ
り
、
そ
の
傍
証
と
し
て
長
州
藩
の
吉
田
松
陰
に
よ
る
「
僕
」
の
多
用
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
「
僕
」
の
自
覚
的
な
使
用
は
、
さ
ら
に
百
年
以
上
を
遡
り
、
す

で
に
江
戸
中
期
の
長
州
藩
の
山
県
周
南
の
用
例
に
見
ら
れ
る
。

　

山
県
周
南
（
一
六
八
七
─
一
七
五
二
）
は
、
十
九
歳
で
江
戸
の
荻
生
徂
徠
に
入
門
し
て
古
文

辞
学
を
修
め
、
徂
徠
門
下
で
は
最
も
早
い
時
期
か
ら
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
。
帰
郷
後
は
、
長
州

藩
校
明
倫
館
の
創
設
時
か
ら
深
く
関
わ
り
、
徂
徠
が
樹
立
し
た
学
問
体
系
で
あ
る
徂
徠
学
を
藩

校
で
の
教
学
に
導
入
し
第
二
代
学
頭
を
務
め
る
な
ど
、そ
の
継
承
と
喧
伝
に
努
め
た
。
そ
の
後
、

百
二
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
長
州
藩
の
学
問
・
教
育
は
徂
徠
学
の
影
響
の
も
と
で
展
開

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
周
南
に
よ
る
三
三
の
用
例
の
全
て
を
掲
げ
、「
僕
」
が
ど
の
よ
う
な
使
用
を
み
て

い
る
か
、
主
だ
っ
た
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

一
人
称
代
名
詞
と
し
て
の
「
僕
」
は
司
馬
遷
『
史
記
』
を
初
出
と
し
、
周
南
は
自
ら
藩
の
修

史
に
も
携
わ
る
歴
史
重
視
の
姿
勢
と
司
馬
遷
へ
の
私
淑
か
ら
、『
史
記
』
に
見
ら
れ
る
「
僕
」

の
語
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
に
お
け
る
「
僕
」
の
多
用
に

影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
周
南
に
よ
る
「
僕
」
の
使
用
は
、
謙
遜
の
意
と
相
手
へ

の
高
い
敬
意
を
旨
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、「
僕
」
は
対
等
・
目
下
の
相
手
に
使
わ
れ
た
と
い

う
先
行
研
究
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
松
陰
に
よ
る
「
僕
」
の
多
用
は
、
藩
内
教
学
の
祖
で
あ
る
山
県
周
南
に
よ
る
使
用
に

想
を
得
な
が
ら
も
、
自
ら
を
他
者
に
劣
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
表
現
し
た
も
の
で
あ

る
。
松
陰
は
「
僕
」
を
、
内
心
を
自
由
に
吐
露
す
る
の
に
相
応
し
い
語
と
し
て
自
覚
的
に
用
い

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
松
陰
に
お
け
る
「
僕
」
の
使
用
の
内
実
も
、
対
等
・
目
下
の
相
手

に
使
用
す
る
と
い
う
従
来
の
見
解
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

近
世
に
お
け
る
一
人
称
代
名
詞

 

「
僕
」
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て
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頭
を
務
め
る
な
ど
、
そ
の
継
承
と
喧
伝
に
努
め
た

（
２
）。

そ
の
後
、
百
二
十
年
以
上

の
長
き
に
わ
た
り
、
長
州
藩
の
学
問
・
教
育
は
徂
徠
学
の
土
壌
が
色
濃
く
存
す
る
中

で
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
幕
末
期
の
吉
田
松
陰
が
自
覚
的

に
「
僕
」
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
も
じ
つ
は
藩
内
教
学
の
祖
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
山
県
周
南
に
よ
る
使
用
に
想
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

自
称
詞
の
「
僕
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
二
〇
〇
〇
年
、

小
学
館
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

漢
文
の
中
で
は
、
古
代
か
ら
男
子
の
、
非
常
に
へ
り
く
だ
っ
た
表
現
と
し
て
見

ら
れ
る
が
、
訓
読
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
の
訓
は
不
明
だ

が
、
平
安
以
後
は
「
や
つ
が
れ
」
が
普
通
。
江
戸
時
代
の
漢
文
か
ら
、「
ぼ
く
」

の
形
で
、
対
等
も
し
く
は
目
下
の
者
に
対
す
る
自
称
の
代
名
詞
と
し
て
青
年
・

書
生
が
使
っ
た
。
以
後
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
代
で
は
、
年
齢
に
関
わ

ら
ず
用
い
ら
れ
る
が
、
特
に
少
年
男
子
の
自
称
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
。
ま

た
、
子
ど
も
が
自
分
を
指
し
て
言
う
の
を
利
用
し
て
、
大
人
が
そ
の
子
に
呼
び

か
け
る
の
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　
「
江
戸
時
代
の
漢
文
か
ら
、
…
…
対
等
も
し
く
は
目
下
の
者
に
対
す
る
自
称
の
代

名
詞
」
と
し
て
使
わ
れ
た
と
す
る
の
は
、
現
在
の
使
用
に
際
し
て
の
理
解
を
持
ち
込

ん
だ
説
明
で
あ
り
検
討
の
余
地
が
多
分
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
本
稿
で
は
、
江

戸
時
代
当
初
に
お
け
る
使
用
例
か
ら
、「
僕
」
は
目
上
の
相
手
に
対
し
て
も
使
わ
れ
、

相
手
へ
の
高
い
敬
意
を
表
す
自
称
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
近
世
に
お
け
る
一
人
称
代
名
詞
「
僕
」
の
使
用
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
研
究
は
、
そ
の
用
例
の
検
討
も
含
め
て
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

友
田
健
太
郎
「〈
僕
〉
の
忠
義
─
吉
田
松
陰
書
簡
の
一
人
称
を
巡
っ
て
─
」（『
三

田
文
学
』
九
四
、
二
〇
一
五
年
）
は
、
漢
語
「
僕
」
を
早
い
段
階
で
自
称
詞
と
し
て

自
覚
的
に
用
い
た
の
は
吉
田
松
陰
で
あ
る
と
し
て
、
松
陰
に
よ
る
「
僕
」
の
使
用
例

を
挙
げ
た
上
で
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

長
崎
靖
子
「
人
称
代
名
詞
『
僕
』『
君
』
の
変
遷
」（『
川
村
学
園
女
子
大
学
研
究

紀
要
』
第
一
八
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
①
明
治
以
前
の
「
僕
」「
君
」
の

使
用
、
②
明
治
以
降
の
「
僕
」「
君
」
の
使
用
、
③
女
性
に
対
す
る
「
僕
」「
君
」
の

使
用
、
の
三
点
を
、
使
用
者
・
使
用
相
手
・
使
用
意
図
を
中
心
に
観
察
し
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
、
①
明
治
以
前
に
つ
い
て
の
「
僕
」
の
使
用
例
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
滑

稽
本
『
妙
竹
林
話
七
偏
人
』（
安
政
四
年
～
文
久
三
年
刊
）
を
挙
げ
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　

れ
い
の
る
ず
秋
葉
か
つ
え
「
歌
舞
伎
自
称
詞
の
歴
史
社
会
言
語
学
的
研
究
─
過
去

か
ら
現
在
を
見
る
試
み
─
」（『
こ
と
ば
』
三
八
、
二
〇
一
七
年
）
は
、
幕
藩
体
制
の

終
焉
に
よ
り
身
分
制
度
が
崩
れ
は
じ
め
る
中
で
、
そ
れ
ま
で
一
般
的
に
は
使
わ
れ
な

か
っ
た
漢
語
自
称
詞
「
僕
」
が
近
代
的
な
平
等
関
係
に
お
け
る
自
己
の
表
象
と
し
て

登
場
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
「
僕
」
の
使
用
が
幕
末
期
に
始
ま

る
こ
と
を
前
提
と
し
た
論
の
展
開
を
見
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
僕
」
語
に
つ
い
て
の
考
察
で
は
な
い
が
、深
井
一
郎
「
真
宗
談
義
本
『
御

伝
鈔
演
義
』
に
つ
い
て
─
近
世
語
研
究
（
九
）
─
」（『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人

文
科
学
・
社
会
科
学
編
）』
第
三
八
号
、
一
九
八
九
年
）
に
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

刊
行
の
標
題
本
の
中
に
一
人
称
代
名
詞
と
し
て
「
僕
」
の
用
例
が
見
え
て
お
り
、
近

世
に
お
け
る
使
用
例
と
し
て
は
古
い
も
の
に
な
ろ
う

（
３
）。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
近
世
に
お
け
る
「
僕
」
の
使
用
を
め
ぐ
る
考
察
は
、
和
文
脈
に

お
け
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
元
来
、
漢
文
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
僕
」
語
の
検

討
は
、
未
だ
十
分
と
は
言
え
ず
隔
靴
掻
痒
の
感
が
否
め
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
従

来
の
指
摘
よ
り
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
江
戸
中
期
の
山
県
周
南
の
漢
文
に
お
け
る「
僕
」

語
の
使
用
例
を
も
と
に
、
漢
文
脈
か
ら
和
文
脈
へ
の
つ
な
が
り
を
視
野
に
入
れ
、
そ

373－2－（　　）

近世における一人称代名詞「僕」の使用をめぐって



の
使
用
を
め
ぐ
る
背
景
と
意
識
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
幕
末
期
、
人
称
代
名
詞
と

し
て
自
覚
的
に
「
僕
」
語
を
使
用
し
た
吉
田
松
陰
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
論
じ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
山
県
周
南
に
よ
る
「
僕
」
語
の
用
例

　

従
来
、
幕
末
期
に
そ
の
使
用
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
と
は
異
な
り
、

一
人
称
代
名
詞
と
し
て
の
「
僕
」
の
自
覚
的
な
使
用
は
、
江
戸
中
期
に
お
け
る
長
州

藩
の
儒
者
・
山
県
周
南
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
南
の
主
な
著
作
と
し
て
、

『
周
南
先
生
文
集
』、『
講
学
日
記
』、『
為
学
初
問
』、『
作
文
初
問
』
な
ど
を
挙
げ
ら

れ
る
が
、こ
の
う
ち
一
人
称
代
名
詞
「
僕
」
の
用
例
が
見
え
る
『
周
南
先
生
文
集
』（

４
）

に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。『
周
南
先
生
文
集
』
の
全
体
像
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

巻
之
一
（
五
言
古
十
六
首
・
七
言
古
六
首
）

巻
之
二
（
五
言
律
三
十
首
）

巻
之
三
（
七
言
律
五
十
三
首
）

巻
之
四
（
五
言
絶
句
十
三
首
・
七
言
絶
句
百
二
十
三
首
）

巻
之
五
（
序
十
三
首
）

巻
之
六
（
序
十
六
首
）

巻
之
七
（
記
十
首
）

巻
之
八
（
伝
三
首
・
碑
三
首
・
墓
表
二
首
）

巻
之
九
（�

賛
十
六
首
・
銘
三
首
・
論
二
首
・
題
跋
十
三
首
・
読
三
首
・
説
二
首
・

祭
文
四
首
・
講
義
一
首
・
策
問
三
首
・
功
令
一
首
・
筆
語
八
首
）

巻
之
十
（
書
牘
四
十
三
首
）

　

周
南
は
、
自
称
詞
と
し
て
多
く
は
「
我
」「
余
」「
予
」「
弟
」「
吾
」「
吾
輩
」「
不

佞
」「
小
子
」
な
ど
を
用
い
て
い
る
が
、「
僕
」
語
に
つ
い
て
は
、
主
語
、
目
的
語
で

の
使
用
を
合
わ
せ
て
、
三
三
例
を
確
認
で
き
る
。

　

以
下
、
抜
粋
の
形
で
用
例
の
全
て
を
掲
げ
た
上
で
、「
僕
」
が
ど
の
よ
う
な
使
用

を
み
て
い
る
か
、
主
だ
っ
た
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、【
１
】

が
詩
文
の
序
で
あ
る
以
外
は
、
全
て
書
簡
に
お
け
る
使
用
で
あ
る
。
同
じ
書
簡
に
複

数
回
あ
ら
わ
れ
る
場
合
は
便
宜
上
、
枝
番
号
を
付
し
た
。

【
１
】…

邀
物
先
生
、
泛
舟
於
墨
沱
河
。
子
遷
子
和
諸
友
咸
会
。
会
者
十
余
人
。
…
…

僕
帰
期
近
逼
。
恐
再
会
難
継
。
…

物
先
生
を
邀
へ
、
墨
沱
河
に
舟
を
泛
ぶ
。
子
遷
子
和
諸
友
咸
会
す
。
会
す
る
者

十
余
人
。
…
…
僕
帰
期
近
く
逼
れ
り
。
再
会
の
継
ぎ
難
き
を
恐
る
。
…

 

（
徂
徠
先
生
を
迎
え
、
墨
田
川
に
舟
を
浮
か
べ
て
遊
ぶ
に
、
服
部
南
郭
、
平
野
金
華

ら
の
友
人
も
皆
会
し
、
そ
の
数
は
十
余
人
に
上
っ
た
。
…
…
私
は
萩
に
帰
る
時
が
間

近
に
迫
っ
て
お
り
、
再
会
の
期
し
難
い
こ
と
を
不
安
に
感
じ
て
い
た
。）

�

〈「
墨
水
泛
舟
作
幷
序
」
巻
之
一
〉

【
２
─
①
】�

聞
今
之
学
、則
自
高
麗
白
僉
議
頤
正
氏
而
興
。
益
斎
稼
亭
牧
隠
圃
隠
三
峰
諸
儒
、

僕
聞
而
知
之
。

聞
く
今
の
学
は
、
則
ち
高
麗
の
白
僉
議
頤
正
氏
よ
り
興
る
と
。
益
斎
稼
亭
牧
隠

圃
隠
三
峰
の
諸
儒
、
僕
聞
き
て
之
を
知
る
。

 

（
貴
国
に
お
け
る
現
在
の
学
問
は
、
高
麗
の
白
頤
正
氏
よ
り
興
る
と
聞
き
ま
す
。
李

斉
賢
・
李
穀
・
李
穡
・
鄭
夢
周
・
鄭
道
伝
と
い
っ
た
儒
者
に
つ
い
て
は
、
私
は
あ
な
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た
か
ら
お
聞
き
し
て
そ
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。）

�

〈「
稟
朝
鮮
東
郭
李
公
」
巻
之
九
〉

【
２
─
②
】

僕
頃
受
読
其
書
。

僕
頃
ご
ろ
其
の
書
を
受
読
す
。

 

（
私
は
最
近
、
そ
の
書
物
を
手
に
入
れ
て
読
み
ま
し
た
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
２
─
③
】

僕
蓬
戸
縄
枢
、
纔
支
風
雨
。

僕
の
蓬
戸
縄
枢
、
纔
か
に
風
雨
を
支
ふ
。

 

（
私
の
茅
屋
は
、
な
ん
と
か
風
雨
を
し
の
げ
る
ほ
ど
で
す
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
３
─
①
】

僕
文
辞
蕪
鄙
、
固
不
足
瀆
省
覧
。

僕
が
文
辞
蕪
鄙
に
し
て
、
固
よ
り
省
覧
を
瀆
す
に
足
ら
ず
。

 

（
私
の
文
章
は
粗
雑
で
、
わ
ざ
わ
ざ
批
評
し
て
い
た
だ
く
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。）

�

〈「
復
小
倉
滕
公
」
巻
之
十
〉

【
３
─
②
】

意
執
事
謬
聞
過
差
之
言
耶
。
僕
固
非
其
人

意
ふ
に
執
事
過
差
の
言
を
謬
り
聞
か
ん
や
。
僕
固
よ
り
其
の
人
に
非
ず
。

 

（
思
う
に
そ
の
方
の
大
仰
な
言
葉
を
、誤
っ
て
聞
か
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
も
と
よ
り
そ
の
よ
う
な
人
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
３
─
③
】

前
者
僕
不
敢
輒
献
薄
技
者
、
非
徒
恥
拙
。

前
者
僕
敢
て
薄
技
を
輒
献
せ
ざ
る
は
、
徒
に
拙
を
恥
ず
の
み
に
非
ず
。

 

（
先
に
私
が
詩
を
献
じ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
拙
さ
を
恥
じ
た
か
ら
だ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
３
─
④
】

僕
往
時
少
年
受
学
徠
翁
。
亦
嘗
一
修
操
觚
之
業
、
才
弱
識
浅
、
中
途
屯
邅
。

僕
往
時
少
年
に
し
て
学
を
徠
翁
に
受
く
。
亦
嘗
て
一
た
び
操
觚
の
業
を
修
す
る

も
、
才
弱
識
浅
、
中
途
に
し
て
屯
邅
す
。

 

（
私
は
若
く
し
て
徂
徠
先
生
に
学
問
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
か
つ
て
詩
文
の
業
を
修

め
る
べ
く
努
め
ま
し
た
が
、
才
は
貧
弱
で
見
識
も
浅
い
た
め
、
中
途
半
端
な
ま
ま
挫

折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
３
─
⑤
】

謭
劣
若
僕
、
存
録
惓
惓
一
至
此
乎
。
自
顧
陥
然
、
愧
汗
浹
背
。

謭
劣
僕
が
ご
と
き
、
存
録
惓
惓
一
に
此
に
至
る
。
自
ら
顧
み
る
に
陥
然
し
、
愧

汗
背
に
浹
る
。

 

（
劣
等
な
私
の
ご
と
き
は
、
記
録
す
る
の
も
や
っ
と
の
こ
と
で
こ
こ
ま
で
至
っ
て
お

り
ま
す
。
自
分
で
振
り
返
っ
て
み
て
も
愕
然
と
し
て
、
冷
や
汗
が
背
に
流
れ
ま
す
。）

�

〈
同
右
〉

【
４
─
①
】

僕
老
病
懶
惰
、
十
余
年
来
厭
翰
墨
。

僕
老
病
懶
惰
、
十
余
年
來
翰
墨
を
厭
ふ
。

 

（
私
は
老
病
に
よ
る
不
精
の
た
め
、
十
余
年
文
事
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お
り
ま
す
。）

�

〈「
復
荻
生
先
生　

代
家
君
作
」
巻
之
十
〉

【
４
─
②
】
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僕
果
何
修
為
謝
。

僕
果
し
て
何
を
修
め
謝
と
為
さ
ん
。

 

（
私
は
は
た
し
て
何
を
修
め
る
こ
と
で
、
あ
な
た
に
謝
意
を
表
し
ま
し
ょ
う
か
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
５
】屢

言
僕
少
年
時
事
、
及
諸
旧
情
状
。

屢
々
僕
少
年
の
時
の
事
、
及
び
諸
旧
情
状
を
言
ふ
。

 

（
し
ば
し
ば
私
が
若
い
時
の
事
や
様
々
な
昔
の
状
況
を
お
話
し
し
ま
し
た
。）

�

〈「
与
富
春
叟
」
巻
之
十
）〉

【
６
─
①
】

頃
有
火
戒
。
…
…
僕
是
以
知
其
必
不
盗
賊
所
為
也
。

頃
ご
ろ
火
戒
有
り
。
…
…
僕
是
を
以
て
其
の
必
ず
し
も
盗
賊
の
所
為
な
ら
ざ
る

を
知
る
な
り
。

 

（
近
頃
、
火
災
が
あ
り
ま
し
た
。
…
…
私
は
こ
れ
は
必
ず
し
も
盗
賊
の
仕
業
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。）

�

〈「
上
国
相
桂
君
」
巻
之
十
〉

【
６
─
②
】

僕
窃
以
是
事
当
解
厳
寛
令
。

僕
窃
に
以
み
る
に
是
の
事
当
に
厳
を
解
き
令
を
寛
す
べ
し
。

 

（
私
が
ひ
そ
か
に
思
い
ま
す
に
、
こ
の
こ
と
は
戒
厳
を
解
除
し
、
法
を
大
ら
か
に
す

べ
き
で
す
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
６
─
③
・
④
】

…
古
之
賢
者
、
詢
諸
芻
蕘
。
相
公
明
英
、
不
竢
僕
言
。
而
僕
不
得
不
效
芻
蕘
。

古
の
賢
者
、
諸
を
芻
蕘
に
詢
る
。
相
公
は
明
英
に
し
て
、
僕
が
言
を
竢
た
ず
。

而
も
僕
芻
蕘
を
效
さ
ざ
る
こ
と
を
得
ず
。

 

（
昔
の
賢
人
は
こ
れ
を
野
人
に
諮
り
ま
し
た
。
あ
な
た
様
は
英
明
で
、
私
の
言
を
竢

つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
は
野
人
の
考
え
に
思
い
を
致
す
の
で
す
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
７
─
①
】

僕
従
諸
君
而
若
渇
者
、
是
已
。

僕
諸
君
に
従
ひ
て
渇
す
る
が
ご
と
き
は
、
是
れ
の
み
。

 

（
私
が
あ
な
た
方
に
従
う
上
で
強
く
望
む
よ
う
な
の
は
、
こ
の
こ
と
の
み
で
す
。）

�

〈「
与
朝
鮮
李
厳
洪
南
四
子
」
巻
之
十
〉

【
７
─
②
】

僕
始
執
謁
、
望
門
若
天
、
見
人
若
神
。

僕
始
め
て
謁
を
執
る
に
、
門
を
望
む
こ
と
天
の
ご
と
く
、
人
を
見
る
こ
と
神
の

ご
と
し
。

 

（
私
が
は
じ
め
て
あ
な
た
方
に
お
会
い
し
た
時
に
は
、
天
や
神
に
臨
む
よ
う
な
心
地

だ
っ
た
こ
と
で
す
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
７
─
③
】

筆
硯
相
接
、
若
唱
若
和
、
傾
蓋
之
間
、
情
義
交
至
。
以
僕
不
閑
於
教
訓
、
免
于

罪
戻
。

筆
硯
相
接
し
、
唱
ふ
が
ご
と
く
和
す
が
ご
と
く
、
傾
蓋
の
間
、
情
義
交
々
至
る
。

僕
教
訓
に
閑
せ
ず
を
以
て
、
罪
戻
を
免
る
る
。

 

（
文
事
に
よ
っ
て
和
気
藹
々
と
交
流
し
、
互
い
に
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
私
は
自
ら
の
務
め
を
果
た
し
、
な
ん
と
か
責
め
を
塞
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。）

�

〈
同
右
〉　　
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【
７
─
④
】

非
僕
本
志
。

僕
が
本
志
に
非
ず
。

 

（
私
の
本
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
８
─
①
】

僕
奉
李
公
諸
子
数
篇
、
既
達
記
曹
。

僕
李
公
諸
子
に
奉
る
数
篇
、
既
に
記
曹
に
達
す
。

 

（
私
が
李
公
そ
の
他
の
諸
子
に
た
て
ま
つ
っ
た
数
篇
は
、
す
で
に
記
録
官
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。）

�
〈「
与
雨
芳
洲
松
霞
沼
」
巻
之
十
〉

【
８
─
②
】

僕
自
幼
受
業
於
家
、
往
来
長
周
之
間
。

僕
幼
く
し
て
業
を
家
に
受
け
し
よ
り
、
長
周
の
間
に
往
来
す
。

 

（
私
は
幼
く
し
て
学
問
を
父
に
受
け
た
後
、
長
州
藩
内
を
往
来
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
８
─
③
】

僕
寧
有
択
於
己
而
然
耶
。

僕
寧
ろ
己
に
択
ぶ
こ
と
有
り
て
然
ら
ん
や
。

 

（
私
は
む
し
ろ
、
自
分
自
身
に
選
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
８
─
④
】

胡
為
於
僕
繾
綣
悃
愊
。

胡
為
ぞ
僕
に
繾
綣
悃
愊
せ
ん
や
。

 

（
ど
う
し
て
私
に
厚
情
を
か
け
て
く
だ
さ
る
の
で
し
ょ
う
か
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
８
─
⑤
】

僕
其
何
修
以
報
二
公
之
徳
。

僕
其
の
何
れ
を
修
め
二
公
の
徳
に
報
い
ん
や
。

 

（
私
は
そ
の
い
ず
れ
を
修
め
、
お
二
人
の
徳
に
報
い
ま
し
ょ
う
か
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
９
】僕

鞅
掌
如
旅
人
。

僕
鞅
掌
旅
人
の
ご
と
し
。

 

（
私
が
労
す
る
さ
ま
は
ま
る
で
旅
人
の
よ
う
で
す
。）

�

〈「
与
佐
縮
往
」
巻
之
十
〉

【
10
─
①
】

僕
嘗
受
業
物
先
生
。

僕
嘗
て
業
を
物
先
生
に
受
く
。

 

（
私
は
昔
、
学
問
を
徂
徠
先
生
に
受
け
ま
し
た
。）

�

〈「
復
湯
之
祥
」
巻
之
十
〉

【
10
─
②
】

漫
録
僕
嘗
得
物
先
生
所
。

漫
録
は
僕
嘗
て
物
先
生
の
所
に
得
。

 
（
吉
斎
漫
録
の
書
は
、
私
が
昔
徂
徠
先
生
の
所
で
得
ま
し
た
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
11
─
①
】

僕
独
無
知
人
之
鑑
。

僕
独
り
人
を
知
る
の
鑑
無
し
。
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（
私
は
た
だ
人
を
理
解
す
る
判
断
基
準
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。）

�

〈「
復
雲
洞
師
」
巻
之
十
〉

【
11
─
②
】

僕
操
此
為
棅
。

僕
此
を
操
り
て
棅
と
為
す

 

（
私
は
こ
れ
を
も
っ
て
力
と
し
て
い
ま
す
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
11
─
③
】

僕
窃
察
禾
上
之
撰
、
操
持
太
高
。

僕
窃
に
禾
上
の
撰
を
察
る
に
、
操
持
太
だ
高
し
。

 

（
私
が
ひ
そ
か
に
稲
穂
の
供
え
を
見
る
に
、
操
守
す
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
高
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。）

�

〈
同
右
〉　　
　

【
12
─
①
】

僕
亦
不
奉
一
言
。

僕
亦
一
言
を
奉
ぜ
ず
。

 

（
私
は
ま
た
一
言
を
奉
じ
ま
せ
ん
。）

�

〈「
与
和
君
実
」
巻
之
十
〉

【
12
─
②
】

足
下
送
僕
序
曰
、

足
下
僕
を
送
る
序
に
曰
く
、

 

（
あ
な
た
が
私
を
見
送
る
序
に
言
う
に
は
、）

�

〈
同
右
〉　　
　

　

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
山
県
周
南
に
お
け
る
「
僕
」
語
の
使
用
意
識
に
つ
い
て
比

較
的
容
易
に
読
み
取
れ
る
の
は
、
自
ら
の
謙
遜
に
よ
る
相
手
へ
の
高
い
敬
意
の
表
明

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
書
簡
相
手
の
検
討
か
ら
窺
え
る
。

　

ま
ず
、【
１
】
は
師
で
あ
る
荻
生
徂
徠
お
よ
び
徂
徠
門
下
で
の
隅
田
川
で
の
舟
遊

び
を
詠
ん
だ
詩
の
序
文
で
あ
り
、
自
身
を
取
り
巻
く
人
々
へ
の
敬
意
が
示
さ
れ
る
。

　

徂
徠
へ
の
敬
意
と
し
て
は
【
４
】
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
周
南
が
病
に
伏
せ

る
父
良
斎
に
代
わ
っ
て
徂
徠
に
宛
て
て
い
る
。父
子
二
代
に
わ
た
る
師
へ
の
敬
意
が
、

周
南
の
「
僕
」
語
の
使
用
に
よ
り
一
層
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、【
５
】
の
田
中

桐
江
（
一
六
六
八
─
一
七
四
二
）
は
徂
徠
と
親
交
の
深
か
っ
た
人
物
、【
10
】
は
同

志
で
あ
る
服
部
南
郭
の
も
と
で
学
ん
だ
徂
徠
門
下
の
湯
浅
常
山
（
一
七
〇
八
─
一
七

八
一
）
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、徂
徠
が
自
ら
の
学
派
を
表
す
際
に
「
吾

党
の
士
」
と
用
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、周
南
の
徂
徠
に
対
す
る
敬
意
、

同
志
で
あ
る
徂
徠
門
下
へ
の
敬
意
が
窺
え
る
使
用
と
言
え
よ
う
。

　
【
２
】
と
【
７
】
は
、
朝
鮮
通
信
使
と
の
交
流
で
あ
る
。【
２
】
の
李
東
郭
は
、
正

徳
年
間
に
お
け
る
朝
鮮
通
信
使
の
製
述
官
で
あ
る
。
製
述
官
は
、
特
に
文
筆
に
優
れ

た
者
か
ら
選
ば
れ
、
来
訪
の
際
に
山
県
周
南
と
盛
ん
に
漢
詩
の
応
酬
を
し
て
親
交
を

深
め
て
い
る
。
周
南
は
、
そ
の
際
の
漢
詩
を
対
馬
藩
の
儒
者
雨
森
芳
洲
（
一
六
六
八

─
一
七
五
五
）
に
「
海
西
無
双
」
と
称
賛
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
師
で
あ
る
徂
徠
の
名

も
高
ま
る
契
機
と
な
っ
た
。
当
の
周
南
も
ま
た
、
詩
の
応
酬
を
通
し
て
李
東
郭
に
敬

意
を
抱
い
て
い
た
。【
７
】
は
人
物
が
定
か
で
な
い
が
、
文
事
を
通
し
て
誼
を
つ
う

じ
た
相
手
へ
の
敬
意
と
い
う
点
は
同
様
で
あ
る

（
５
）。

　
【
８
】
は
、
雨
森
芳
洲
と
松
浦
霞
沼
（
一
六
七
六
─
一
七
二
八
）
に
宛
て
た
も
の

で
あ
る
。
周
南
の
才
と
そ
の
師
で
あ
る
荻
生
徂
徠
に
つ
い
て
世
に
喧
伝
し
た
雨
森
芳

洲
は
、
木
下
順
庵
門
下
の
俊
秀
で
対
馬
藩
の
藩
儒
と
し
て
仕
え
、
李
氏
朝
鮮
と
の
重

要
な
国
交
実
務
を
担
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
対
馬
藩

の
松
浦
霞
沼
も
芳
洲
と
と
も
に
朝
鮮
の
文
人
の
間
で
は
つ
と
に
高
い
評
価
を
受
け
て
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い
た
人
物
で
あ
る
。

　

長
州
藩
内
の
人
物
で
は
、【
３
】
の
小
倉
尚
斎
（
一
六
七
七
─
一
七
三
七
）、【
６
】

の
桂
広
保
（
一
六
八
八
─
一
七
六
九
）、【
９
】
の
佐
々
木
縮
往
（
一
六
四
九
─
一
七

三
四
）、【
11
】
は
父
で
あ
る
山
県
良
斎
（
一
六
四
八
─
一
七
二
八
）、【
12
】
の
和
智

東
郊
（
一
七
〇
三
─
一
七
六
五
）
で
あ
る
。
小
倉
尚
斎
は
京
都
の
伊
藤
坦
庵
（
一
六

二
三
─
一
七
〇
八
）
に
師
事
し
、
そ
の
後
江
戸
へ
出
て
林
信
篤
の
門
に
入
り
助
講
を

務
め
た
。
正
徳
元
年
に
は
朝
鮮
通
信
使
に
詩
文
を
贈
り
、
李
東
郭
に
そ
の
才
を
称
賛

さ
れ
て
い
る
。
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
も
尚
斎
の
才
を
高
く
評
価
し
召
し
抱
え
よ
う
と

し
た
が
、
尚
斎
は
病
気
を
理
由
に
辞
し
て
い
る
。
享
保
四
年
に
萩
に
藩
校
明
倫
館
が

創
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
十
九
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
初
代
学
頭
の
職
に
あ
る
な
ど
、

名
実
と
も
に
藩
内
教
学
の
重
鎮
で
、
周
南
が
敬
し
て
や
ま
な
い
人
物
で
あ
っ
た

（
６
）。

　

桂
広
保
は
、
藩
政
の
中
枢
を
つ
か
さ
ど
る
当
職
・
当
役
な
ど
を
務
め
、
藩
主
四
代

に
わ
た
っ
て
仕
え
、と
り
わ
け
藩
内
に
お
け
る
文
武
の
振
興
に
尽
力
し
た
。【
６
】は
、

家
老
の
地
位
に
あ
る
桂
へ
の
上
書
の
一
端
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
々
木
縮
往
は
藩
の
儒

者
と
し
て
、
周
南
と
と
も
に
正
徳
年
間
に
お
け
る
朝
鮮
通
信
使
の
応
接
に
あ
た
り
、

小
倉
尚
斎
と
『
両
関
唱
和
集
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
和
智
東
郊
は
、
藩
校
明
倫
館
に

お
け
る
周
南
門
下
の
高
弟
で
、
小
姓
と
し
て
江
戸
詰
め
な
ど
を
経
て
、
後
に
は
藩
政

の
実
務
を
総
括
す
る
当
職
手
元
役
な
ど
を
務
め
た
。
滝
鶴
台
（
一
七
〇
九
─
一
七
七

三
）、
林
東
冥
（
一
七
〇
八
─
一
七
八
〇
）
と
と
も
に
周
南
門
下
の
三
傑
と
さ
れ
て

い
る

（
７
）。

　

未
だ
一
般
的
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
「
僕
」
を
使
用
す
る
相
手
と
し
て
は
、

目
上
の
相
手
も
含
め
、
徂
徠
学
、
古
文
辞
学
へ
の
理
解
を
有
し
、
あ
る
い
は
周
南
の

こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
間
柄
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
そ
の

使
用
意
識
に
は
、
自
分
の
存
在
を
低
い
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
謙
遜
の
意
よ
り
、

む
し
ろ
相
手
へ
の
高
い
敬
意
の
表
明
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
周
南
が
こ
う
し
た
相
手
意
識
、
使
用
意
識
に
適
う
語
と
し
て
着

眼
し
た
の
が
「
僕
」
語
だ
っ
た
の
か
。
次
に
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

二
　
山
県
周
南
に
お
け
る
「
僕
」
語
へ
の
着
眼

　

こ
こ
で
は
、
山
県
周
南
が
「
僕
」
語
に
着
眼
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
学
問
方
法
と

し
て
古
文
辞
を
重
ん
じ
た
師
で
あ
る
荻
生
徂
徠
と
の
関
係
性
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　

古
文
辞
と
は
、
明
代
の
李
攀
龍
・
王
世
貞
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
宋
・
明
の
詩
文

を
否
定
し
て
、
漢
代
以
前
の
文
体
を
模
範
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
文
辞
学
と
徂
徠

学
と
は
必
ず
し
も
同
義
で
は
な
い
が
、
徂
徠
学
の
大
き
な
特
徴
は
、
朱
子
学
お
よ
び

伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
─
一
七
〇
五
）
批
判
か
ら
照
射
さ
れ
よ
う
。（

８
）

程
朱
の
諸
公
は
、
豪
傑
の
士
な
り
と
雖
も
、
古
文
辞
を
識
ら
ず
。
是
を
以
て
六

経
を
読
み
て
之
を
知
る
こ
と
能
は
ず
。
独
り
中
庸
・
孟
子
の
読
み
易
き
を
喜
ぶ

や
、
遂
に
其
の
外
人
と
争
ふ
者
の
言
を
以
て
、
聖
人
の
道
本
よ
り
然
り
と
為
す
。

又
今
文
を
以
て
古
文
を
視
、
而
し
て
其
の
物
に
昧
く
、
物
と
名
と
離
れ
、
而
る

後
に
義
理
孤
行
す
。
是
に
於
い
て
か
先
王
・
孔
子
の
教
法
復
た
見
る
べ
か
ら
ず
。

近
歳
、
伊
氏
亦
豪
傑
に
し
て
、
頗
る
其
の
似
れ
る
者
を
窺
ふ
。
然
れ
ど
も
其
の

孟
子
を
以
て
論
語
を
解
し
、
今
文
を
以
て
古
文
を
視
る
は
、
猶
之
程
朱
の
学
の

ご
と
き
の
み
。
…
…
又
未
だ
和
語
も
て
華
言
を
視
る
を
免
れ
ず
。

　

程
明
道
・
程
伊
川
や
朱
熹
は
、
宋
代
の
言
語
を
そ
れ
よ
り
千
年
以
上
も
以
前
の
経

書
に
あ
て
は
め
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
六
経
の
本
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
す
る
。
徂
徠
と
同
じ
く
反
朱
子
学
を
掲
げ
る
伊
藤
仁
斎
の
古
学
に
つ

い
て
も
、「
孟
子
」
の
解
釈
を
と
お
し
て
「
論
語
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
学
問
方

法
を
批
判
し
、
今
文
に
よ
っ
て
古
文
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
朱
子
学
と
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同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
徂
徠
の
主
張
は
古
文
辞
を
修
め
た
上
で
、
古
語
に

よ
っ
て
古
語
を
理
解
す
る
学
問
方
法
で
原
典
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
、
六
経
の
本
義
を

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

　

周
南
は
師
で
あ
る
徂
徠
の
こ
う
し
た
主
張
に
基
づ
き
、
徂
徠
学
を
奉
じ
て
前
漢
以

前
の
古
文
辞
を
重
ん
じ
た

（
９
）。

其
学
一
遵
徂
徠
先
生
教
、
以
経
術
文
章
為
宗
。
文
則
秦
漢
、
詩
則
唐
明
為
帰
。

而
博
綜
強
記
、
無
所
不
窺
。

其
の
学
は
一
に
徂
徠
先
生
の
教
へ
に
遵
ひ
、
経
術
文
章
を
以
て
宗
と
為
す
。
文

は
則
ち
秦
漢
、
詩
は
則
ち
唐
明
を
帰
と
為
す
。
而
し
て
博
綜
強
記
、
窺
は
ざ
る

所
無
し
。

　

ま
た
徂
徠
の
学
問
に
つ
い
て
、
周
南
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
10
）。

夫
道
者
堯
舜
創
焉
。
仲
尼
述
焉
。
荀
孟
以
下
能
述
、
而
不
晰
其
帰
、
聖
学
之
旨

荒
矣
。
独
我
徂
徠
先
生
生
於
百
世
之
後
、
禹
跡
之
表
、
而
乃
能
得
孔
子
之
旨
、

而
明
先
王
之
道
。
孔
子
之
学
至
今
、
而
有
光
焉
。

夫
れ
道
は
堯
舜
創
れ
り
。
仲
尼
述
ぶ
。
荀
孟
以
下
能
く
述
ぶ
れ
ど
も
、
其
の
帰

を
晰
か
に
せ
ず
し
て
、聖
学
の
道
荒
ぶ
。
独
り
我
が
徂
徠
先
生
の
み
百
世
の
後
、

禹
跡
の
表
に
生
れ
て
、
乃
ち
能
く
孔
子
の
旨
を
得
て
、
先
王
の
道
を
明
ら
か
に

す
。
孔
子
の
学
今
に
至
り
て
、
光
有
り
。

　

堯
・
舜
が
つ
く
り
、
孔
子
が
述
べ
た
先
王
の
道
は
、
荀
子
・
孟
子
以
降
の
学
者
が

そ
の
解
釈
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
た
め
に
荒
ん
で
し
ま
っ
た
。
唯
一
、
徂
徠
先
生

だ
け
が
千
数
百
年
の
後
に
生
ま
れ
て
古
文
辞
に
よ
り
先
王
の
道
を
明
ら
か
に
し
た
の

で
あ
る
と
述
べ
、
並
々
な
ら
ぬ
敬
意
を
表
明
し
て
い
る
。

　

徂
徠
が
自
身
の
文
章
に
お
い
て
主
に
用
い
て
い
る
自
称
詞
は
、「
我
」「
吾
」「
余
」

「
予
」で
あ
る
。
先
秦
時
期
の
第
一
人
称
名
詞
の
用
法
に
つ
い
て
は
、西
山
猛
氏
が『
論

語
』、『
孟
子
』、『
礼
記
』
檀
弓
、『
左
伝
』、『
国
語
』
の
第
一
人
称
代
名
詞
を
主
語
、

限
定
語
、
目
的
語
に
分
け
て
検
討
し
た
結
果
の
う
ち
、
主
語
と
し
て
は
「
吾
」「
我
」

が
常
用
さ
れ
、
他
に
「
予
」（
余
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
11
）。

徂
徠
が
用
い
る
自
称
詞
も
ま
た
、
自
身
が
重
ん
じ
る
前
漢
以
前
の
古
文
辞
に
則
っ
た

語
を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
師
で
あ
る
徂
徠
に
は

見
ら
れ
な
い
「
僕
」
語
の
使
用
が
、
周
南
に
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
一
つ
に
は
、
徂
徠
が
古
文
辞
を
通
し
て
先
王
の
道
に
立
ち
返
ろ
う
と
す
る

自
ら
の
学
問
体
系
の
正
統
性
を
、
朱
子
学
や
伊
藤
仁
斎
の
古
学
へ
の
痛
烈
な
批
判
に

よ
っ
て
喧
伝
す
る
な
ど
、
対
等
あ
る
い
は
高
踏
的
な
物
言
い
で
周
囲
と
対
峙
す
る
機

会
が
多
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
、「
僕
」
を
用
い
る
よ
う
な
相

手
意
識
、
使
用
意
識
を
持
ち
得
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
周
南
と
は
そ
の
意
識

か
ら
し
て
大
き
く
異
な
る
。

　

い
ま
一
つ
は
、
周
南
に
よ
る
歴
史
家
司
馬
遷
へ
の
私
淑
の
態
度
で
あ
る
。
一
人
称

代
名
詞
「
僕
」
の
用
法
の
初
出
は
、紀
元
前
九
一
年
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
司
馬
遷
『
史

記
』
の
よ
う
で
あ
る

（
12
）。

　
『
史
記
』
に
お
い
て
、
韓
信
が
い
わ
ゆ
る
「
背
水
の
陣
」
の
戦
勝
後
に
、
捕
ら
え

た
敵
将
広
武
君
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
場
面
で
、「
僕
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

（
13
）。

…
於
是
信
問
広
武
君
曰
、
僕
欲
北
攻
燕
、
東
伐
斉
、
何
若
而
有
功
。
…
…
信
曰
、

僕
聞
之
、
百
里
奚
居
虞
而
虞
亡
、
在
秦
而
秦
覇
。
…
…
因
固
問
曰
、
僕
委
心
帰

計
、
願
足
下
勿
辞
。
…

…
是
に
於
て
信
、
広
武
君
に
問
ひ
て
曰
く
、
僕
北
の
か
た
燕
を
攻
め
、
東
の
か

た
斉
を
伐
た
ん
と
欲
す
、
何
若
せ
ば
攻
有
ら
ん
と
。
…
…
信
曰
く
、
僕
之
を
聞

く
、百
里
奚
は
虞
に
居
り
て
、虞
の
亡
び
る
や
、秦
に
在
り
て
秦
、霸
た
り
、と
。

…
…
因
り
て
固
く
問
ひ
て
曰
く
、
僕
心
を
委
ね
計
に
帰
せ
ん
、
願
は
く
は
足
下
、

辞
す
る
こ
と
勿
か
れ
、
と
。

　

捕
ら
え
た
敵
将
の
広
武
君
に
対
し
て
、
韓
信
が
敬
意
を
表
し
て
「
僕
」
と
使
用
し
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て
い
る
状
況
か
ら
は
、
司
馬
遷
に
よ
る
「
僕
」
の
使
用
意
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
「
僕
」
語
は
相
手
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
敬
意
の
表
明
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
周
南
の
「
僕
」
の
使
用
意
識

が
、
敬
意
の
表
明
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
は
、
司
馬
遷
に
則
っ
た
使
用
を
周
南

が
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
少
し
時
代
を
下
っ
た
建
初
年
間
（
七
六
─
八
三
）
前
後
に
成
っ
た
と

さ
れ
る
班
固
『
漢
書
』
の
司
馬
遷
伝
（
巻
六
十
二
）
に
は
、

　
　

僕
非
敢
如
是
也
。

な
ど
、
司
馬
遷
の
一
人
称
の
言
辞
と
し
て
「
僕
」
の
使
用
が
二
三
例
と
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら

（
14
）、

こ
の
こ
と
も
周
南
に
よ
る
「
僕
」
の
使
用
を
後
押
し
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、一
人
称
と
し
て
の
「
僕
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、さ
ら
に
六
朝
時
代
の
『
文

選
』
に
収
め
ら
れ
る
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」
の
李
善
注
に
、

　
　

善
曰
、
広
倉
曰
、
僕
謂
附
著
於
人
。
然
自
卑
之
称
也
。

と
見
え
、「
自
卑
之
称
」
と
し
て
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る

（
15
）。

　

さ
て
、
周
南
が
『
史
記
』
を
通
し
て
「
僕
」
に
着
眼
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
師

で
あ
る
徂
徠
の『
史
記
』へ
の
高
い
評
価
を
挙
げ
ら
れ
る
。
無
論
、徂
徠
に
限
ら
ず『
史

記
』
を
評
価
す
る
こ
と
自
体
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
徂
徠
は
古
文
辞
を

重
視
す
る
自
ら
の
学
問
方
法
と
の
関
連
か
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
16
）。

足
下
以
為
読
史
記
不
如
読
経
。是
固
然
。然
経
皆
為
宋
儒
所
壊
尽
。今
之
読
経
者
。

皆
従
宋
儒
注
解
。
以
求
聖
人
之
道
。
何
以
能
得
之
哉
。
…
…
可
謂
杜
撰
妄
説
也
。

加
之
不
識
古
言
。
不
識
古
文
辞
。
是
以
其
所
解
説
。
言
与
理
皆
失
之
矣
。
祇
史

記
不
経
宋
儒
之
手
。
其
時
世
又
与
三
代
相
接
。
風
俗
気
習
。
不
甚
相
遠
。
故
不

佞
教
人
先
読
史
記
者
。
亦
欲
其
藉
此
以
離
宋
儒
一
種
悪
習
也
。
…
…
至
於
史
記
。

則
長
短
兼
具
。
繊
悉
皆
有
。
故
学
者
覚
其
不
甚
遠
於
今
人
。
而
易
於
感
発
興
起

焉
。
是
不
佞
所
以
教
人
先
読
史
記
之
意
也
。

　

足
下
以
為
へ
ら
く
史
記
を
読
む
は
経
を
読
む
に
如
か
ず
と
。
是
れ
固
よ
り
然

り
。
然
れ
ど
も
経
は
皆
宋
儒
の
壊
尽
す
る
所
と
為
る
。
今
の
経
を
読
む
は
、
皆

宋
儒
の
注
解
に
従
ひ
、以
て
聖
人
の
道
を
求
む
。
何
を
以
て
能
く
之
を
得
ん
や
。

…
…
杜
撰
妄
説
と
謂
う
べ
き
な
り
。
之
に
加
ふ
る
に
古
言
を
識
ら
ず
。
古
文
辞

を
識
ら
ず
。
是
を
以
て
其
の
解
説
す
る
所
は
、
言
と
理
皆
之
を
失
す
。
祇
だ
史

記
は
宋
儒
の
手
を
経
ず
。
其
の
時
世
は
又
三
代
と
相
接
し
、
風
俗
気
習
、
甚
だ

し
く
は
相
遠
か
ら
ず
。
故
に
不
佞
人
に
先
づ
史
記
を
読
む
を
教
ふ
る
は
、
亦
其

の
此
に
藉
り
て
以
て
宋
儒
の
一
種
の
悪
習
を
離
れ
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
。
…

史
記
に
至
り
て
は
、
則
ち
長
短
兼
ね
具
へ
、
繊
悉
皆
有
り
。
故
に
学
者
其
の
甚

だ
し
く
は
今
人
に
遠
か
ら
ざ
る
を
覚
え
て
感
発
興
起
に
易
し
。
是
れ
不
佞
の
以

て
人
に
先
づ
史
記
を
読
む
を
教
ふ
る
所
以
の
意
な
り
。

　

徂
徠
は
、
宋
代
の
朱
子
学
の
解
釈
に
よ
っ
て
古
代
の
経
書
を
読
む
よ
り
は
、
朱
子

学
者
が
手
を
つ
け
て
い
な
い
『
史
記
』
の
ほ
う
が
古
文
辞
を
学
ぶ
上
で
も
、「
感
発

興
起
」
の
た
め
に
も
よ
い
と
し
て
、
ま
ず
読
む
べ
き
書
と
し
て
『
史
記
』
を
挙
げ
て

い
る
。

　

ま
た
、
周
南
が
徂
徠
の
も
と
で
の
修
業
を
終
え
て
帰
郷
す
る
際
、
師
で
あ
る
徂
徠

か
ら
次
の
よ
う
に
贈
ら
れ
て
い
る

（
17
）。

…
言
迺
千
秋
。
雖
有
循
吏
。
不
有
良
史
。
是
何
以
伝
焉
。
故
吾
迺
願
其
能
為
司

馬
氏
也
。
古
人
曰
。
子
長
之
文
。
質
而
不
俚
。
文
孺
之
為
人
。
其
斯
為
最
近
哉
。

故
吾
由
次
公
及
之
。
今
文
孺
之
従
予
学
古
文
辞
且
三
年
。
業
成
将
帰
。
故
書
以

当
君
子
之
贈
。
文
孺
其
用
勉
之
哉
。

…
言
は
迺
ち
千
秋
な
り
。
循
吏
有
り
と
雖
も
、
良
史
有
ら
ざ
れ
ば
、
是
れ
何
を

以
て
か
伝
へ
ん
。
故
に
吾
迺
ち
其
の
能
く
司
馬
氏
（
司
馬
遷
）
と
為
ら
ん
こ
と

を
願
ふ
な
り
。
古
人
曰
く
、
子
長
（
司
馬
遷
）
の
文
、
質
に
し
て
俚
な
ら
ず
と
。
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文
孺
（
山
県
周
南
）
の
人
と
為
り
、
其
れ
斯
に
最
も
近
き
と
為
す
か
な
。
故
に

吾
次
公
よ
り
之
に
及
ぶ
。
今
文
孺
の
予
に
従
ひ
て
古
文
辞
を
学
ぶ
こ
と
且
に
三

年
、
業
成
り
て
将
に
帰
ら
ん
と
す
。
故
に
書
し
て
以
て
君
子
の
贈
に
当
て
ん
。

文
孺
其
れ
用
て
之
を
勉
め
よ
や
。

　

徂
徠
は
、自
分
の
も
と
で
古
文
辞
を
学
ん
だ
周
南
に
対
し
て
、門
下
の
中
で
も
「
人

と
為
り
」
が
最
も
司
馬
遷
に
近
い
と
し
、
長
州
に
帰
っ
て
も
優
れ
た
史
官
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
激
励
し
て
い
る
。
周
南
が
歴
史
の
叙
述
に
秀
で
て
い
た
こ
と
は
、

最
精
国
史
治
乱
興
衰
之
跡
、
至
皇
朝
文
物
典
故
、
諸
家
譜
第
閥
閲
、
明
如
指
掌
。

嘗
奉
命
、
与
永
田
政
純
共
選
公
室
譜
牒
、
諸
臣
家
譜
。

最
も
国
史
に
精
し
。
治
乱
興
衰
の
跡
よ
り
、
皇
朝
の
文
物
典
故
、
諸
家
の
譜
第

閥
閲
に
至
る
ま
で
、明
ら
か
な
る
こ
と
掌
を
指
す
が
ご
と
し
。
嘗
て
命
を
奉
じ
、

永
田
政
純
と
共
に
公
室
の
譜
牒
、
諸
臣
の
家
譜
を
選
す
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え

（
18
）、

帰
郷
後
は
藩
の
修
史
事
業
に
も
携
わ
り
、
永
田
政

純
を
中
心
と
す
る
『
萩
藩
閥
閲
録
』
の
編
述
や
毛
利
家
の
変
遷
を
記
し
た
『
江
氏
家

譜
』
を
監
修
し
て
い
る
。

　

師
の
励
ま
し
は
、
周
南
に
よ
る
歴
史
家
司
馬
遷
へ
の
憧
れ
や
私
淑
を
踏
ま
え
た
上

で
の
献
辞
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
上
な
い
餞
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
た
古
文
辞
を
重
ん
じ
る
徂
徠
の
『
史
記
』
へ
の
高
い
評
価
、
何
よ
り
も
周
南

の
歴
史
書
『
史
記
』
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
に
基
づ
く
司
馬
遷
の
用
法
へ
の
理
解
が
、

一
人
称
代
名
詞
「
僕
」
語
に
着
目
さ
せ
、
そ
の
自
覚
的
な
使
用
に
至
ら
せ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

三
　
吉
田
松
陰
に
お
け
る
「
僕
」
語
の
使
用
意
識

　

さ
て
、
吉
田
松
陰
に
お
け
る
「
僕
」
の
使
用
に
つ
い
て
、
友
田
氏
は
、『
全
集
』

に
収
め
ら
れ
る
松
陰
の
書
簡
六
二
八
通
の
う
ち
、
二
一
七
通
に
〈
僕
〉
と
い
う
一
人

称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
一
人
称
が
全
く
登
場
し
な
い
書
簡
も
二
一

六
通
あ
る
た
め
、
一
人
称
が
登
場
す
る
書
簡
（
四
一
二
通
）
の
半
分
以
上
で
〈
僕
〉

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
19
）。

　

友
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
松
陰
に
よ
る
「
僕
」
使
用
の
初
出
例
は
、
嘉
永
四

年
（
一
八
五
一
）
八
月
十
七
日
付
の
実
兄
・
杉
梅
太
郎
宛
の
書
簡
で
あ
る
。
江
戸
遊

学
中
の
松
陰
が
在
萩
の
兄
に
対
し
て
、今
後
学
ぶ
べ
き
内
容
を
列
挙
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
多
さ
に
対
し
て
自
分
の
能
力
の
無
さ
を
自
覚
し
心
が
乱
れ
て
い
る
と
い
っ
た
内

容
で
あ
る
。
書
簡
の
最
後
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る

（
20
）。

僕
学
ぶ
所
未
だ
要
領
を
得
ざ
る
か
、
一
言
を
得
て
而
し
て
斯
の
心
の
動
揺
を
定

め
ん
と
欲
す
。
万
祈
万
祈
。

　

こ
の
書
簡
の
全
体
を
眺
め
る
と
、
松
陰
が
自
ら
を
「
愚
」
と
す
る
意
識
に
覆
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る

（
21
）。

三
年
の
修
業
位
に
て
何
も
出
来
申
す
間
敷
く
、
天
下
英
雄
豪
傑
は
多
き
も
の
に

て
、
其
の
上
に
駕
出
仕
り
候
事
は
中
々
愚
輩
の
鈍
才
に
て
は
俄
か
に
出
来
申
す

べ
く
と
も
思
は
れ
ず
、
我
れ
一
歩
を
往
け
ば
寇
も
亦
一
歩
を
ゆ
く
の
道
理
、
況

し
て
愚
鈍
も
の
は
人
の
十
歩
百
歩
の
間
に
漸
く
一
歩
を
移
し
候
位
の
事
に
て

は
、三
年
五
年
に
は
間
に
合
ひ
申
す
間
敷
く
候
。
…
…
何
と
も
覚
束
な
く
候
故
、

愚
劣
な
が
ら
も
緩
々
居
り
候
は
ば
、
何
か
一
つ
ど
も
は
得
申
す
べ
く
や
と
存
じ

居
り
候
事
に
御
座
候
。

　

こ
れ
に
続
け
て
、「
是
れ
迄
学
問
迚
も
何
一
つ
出
来
候
事
之
れ
な
く
、
僅
か
に
字

を
識
り
候
迄
に
御
座
候
。
夫
れ
故
方
寸
錯
乱
如
何
ぞ
や
」
と
ま
で
弱
音
を
吐
露
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
学
ぶ
べ
き
内
容
に
話
題
が
至
る
中
で
、

輿
地
学
も
一
骨
折
れ
申
す
べ
し
。
砲
術
学
も
一
骨
折
れ
申
す
べ
し
。
西
洋
兵
書

類
も
一
骨
折
れ
申
す
べ
し
。
本
朝
武
器
制
も
一
骨
折
れ
申
す
べ
し
。
文
章
も
一
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骨
折
れ
申
す
べ
し
。
諸
大
名
譜
牒
も
一
骨
折
れ
申
す
べ
し
。
算
術
も
一
骨
折
れ

申
す
べ
し
。
七
書
、
集
訟
を
致
し
候
間
折
訟
は
片
言
に
て
は
行
け
申
さ
ず
候
。

是
れ
も
一
骨
折
れ
申
す
べ
し
。
武
道
の
書
も
説
く
所
異
同
あ
れ
ど
も
一
部
な
ら

ず
。
士
道
要
論
・
武
士
訓
・
武
道
初
心
集
、
漸
く
此
の
三
部
を
み
る
。
此
の
外

何
ぞ
限
り
あ
ら
ん
。
此
れ
も
一
骨
折
れ
申
す
べ
し
。

と
記
し

（
22
）、「

右
思
ひ
出
し
次
第
に
記
し
見
候
へ
ど
も
、
何
一
つ
手
に
付
き
居
り

候
事
は
一
つ
も
之
れ
な
し
」
と
自
虐
的
に
述
べ
て
い
る
。

　

書
簡
自
体
は
も
う
少
し
続
く
が
、
こ
う
し
た
文
脈
の
流
れ
を
承
け
て
の
締
め
括
り

が
、「
僕
学
ぶ
所
未
だ
要
領
を
得
ざ
る
か
、
一
言
を
得
て
而
し
て
斯
の
心
の
動
揺
を

定
め
ん
と
欲
す
。
万
祈
万
祈
」
で
あ
り
、「
僕
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
て
お
き
た
い
。

　

す
な
わ
ち
、「
愚
輩
」「
愚
鈍
」「
愚
劣
」
な
自
分
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
、「
僕
」

を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
友
田
論
文
に
お
い
て
、

兄
に
対
し
て
〈
僕
〉
と
い
う
言
葉
は
対
等
、
ま
た
は
目
下
の
相
手
に
対
し
て
使

わ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
、
現
在
で
も
公
式
の
場
で
目
上
相
手
に
〈
僕
〉
を
使
う

の
は
、
失
礼
と
ま
で
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
や
や
破
格
だ
と
思
わ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
儒
教
道
徳
の
普
及
し
た
当
時
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

と
す
る
の
は

（
23
）、

現
代
的
な
理
解
を
持
ち
込
ん
だ
誤
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

松
陰
は
こ
の
書
簡
に
お
い
て
、
兄
が
目
上
の
相
手
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
失
っ
て
は

い
な
い
。
た
だ
し
、
先
に
確
認
し
た
山
県
周
南
に
よ
る
「
僕
」
の
使
用
意
識
が
、
自

分
の
存
在
を
低
い
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
謙
遜
の
意
と
同
時
に
、「
相
手
へ
の
高

い
敬
意
の
表
明
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
松
陰
に
よ
る
「
僕
」
の
使
用
意
識
に
お
い

て
は
、
自
分
を
「
愚
」
と
捉
え
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
卑
下
の
意
が
前
面
に
押

し
出
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。

　

加
え
て
、
松
陰
の
晩
年
に
あ
た
る
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
な
る
と
、「
僕
」

の
語
は
「
狂
」
の
意
識
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る

（
24
）。

松

陰
は
、
弱
腰
な
外
交
を
続
け
る
幕
府
に
代
わ
り
、
長
州
藩
に
よ
っ
て
朝
廷
に
攘
夷
の

決
起
を
促
す
た
め
に
、
藩
主
を
京
都
の
伏
見
で
待
ち
伏
せ
し
、
そ
の
ま
ま
御
所
へ
誘

引
し
よ
う
と
し
た
伏
見
要
駕
策
を
画
策
し
、
こ
れ
を
獄
中
か
ら
松
下
村
塾
の
門
下
生

た
ち
に
指
令
し
た

（
25
）。

承
る
に
、
要
駕
策
は
万
な
ら
ざ
る
に
期
す
、
し
か
も
僕
の
悍
然
と
し
て
こ
れ
を

為
す
も
の
、
切
に
そ
の
解
を
得
ず
と
。
嗚
呼
、
諸
君
衆
口
一
詞
、
以
っ
て
狂
策

と
な
す
。
し
か
も
僕
呶
々
し
て
已
ま
ず
、
狂
上
狂
を
添
う
。
然
れ
ど
も
、
蓄
え

て
洩
ら
さ
ず
ん
ば
、
鬱
抑
ま
す
ま
す
甚
し
く
、
狂
ま
た
狂
を
添
え
ん
。
請
う
、

嘗
み
に
こ
れ
を
道
わ
ん
。

　

こ
の
要
駕
策
を
実
行
す
る
気
概
に
つ
い
て
は
続
け
て
、

狂
愚
、
僕
の
ご
と
き
者
あ
ら
ば
、
ま
た
縛
し
て
、
こ
れ
を
囚
す
る
ほ
か
、
別
に

手
段
な
か
ら
ん
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に

（
26
）、

周
囲
の
制
止
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
狂
」

「
狂
愚
」
と
自
ら
を
位
置
づ
け
る
松
陰
は
様
々
に
周
旋
す
る
も
策
を
実
行
に
移
す
門

下
生
は
な
く
、
憂
悶
の
情
と
孤
立
感
を
深
め
て
い
く
。
つ
い
に
は
門
下
生
た
ち
へ
の

憤
懣
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
に
至
る

（
27
）。

憤
懣
こ
こ
に
至
る
は
僕
の
大
病
な
り
と
雖
も
、
自
ら
謂
へ
ら
く
、
亦
狂
狷
た
る

所
以
な
り
と
。
諸
友
、
孔
門
の
遺
法
を
以
て
之
れ
を
恕
す
る
や
、
否
や
。

　

入
江
杉
蔵
に
宛
て
た
次
の
一
節
は
、
こ
の
時
期
の
松
陰
の
意
識
を
端
的
に
物
語
っ

て
い
よ
う

（
28
）。

如
何
如
何
、
僕
已
に
狂
人
、
孔
孟
流
儀
の
忠
孝
仁
義
を
以
て
一
々
責
め
ら
れ
て

は
一
句
も
之
れ
な
し
。

　

こ
の
よ
う
に
松
陰
が
「
僕
」
の
一
人
称
で
語
る
内
容
か
ら
は
、
生
涯
を
幽
囚
の
身

と
し
て
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
か
、
自
ら
を
「
愚
」
や
「
狂
」
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と
捉
え
、
相
手
よ
り
も
低
く
劣
る
存
在
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
内
心
の

自
由
な
吐
露
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
観
が
あ
る
。

　

松
陰
は
わ
ず
か
十
歳
に
し
て
藩
主
に
家
学
の
講
義
を
行
う
な
ど
、
後
に
は
藩
校
明

倫
館
教
授
を
務
め
る
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
松
陰
が
早
く
か
ら
、
藩
内
教
学
の

祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
周
南
の
著
作
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。

実
際
に
、
松
陰
の
「
野
山
獄
読
書
記
」
に
も
周
南
の
文
章
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る

（
29
）。

さ
ら
に
、「
丁
巳
日
乗
」
に
は
、
松
陰
が
松
下
村
塾
の
門
下
生
に

対
し
て
、
安
政
四
年
（
一
八
五
八
）
二
月
六
日
か
ら
十
一
日
ま
で
毎
日
、
周
南
の
文

章
を
講
読
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
30
）。

六
日�　
（
吉
田
）栄
太
郎
来
る
、為
め
に
周
南
の
文
を
読
む
。午
後
、（
増
野
）徳
民
・

栄
太
の
為
め
に
周
南
の
文
を
読
む
。

七
日�　

栄
太
・
徳
民
の
為
め
に
周
南
の
文
を
読
む
。
午
後
、
岡
部
繁
之
介
来
る
。

栄
太
・
徳
民
の
為
め
に
周
南
の
文
を
読
む
。

八
日�　

岡
部
繁
之
介
来
る
、
為
め
に
中
庸
を
講
ず
。
午
後
、
周
南
の
文
を
読
む
、

栄
太
・
徳
民
が
為
め
。

九
日�　

岡
部
繁
之
介
・
栄
太
・
徳
民
の
為
め
に
周
南
の
文
を
読
む
。
午
後
、
栄

太
・
徳
民
の
為
め
に
周
南
の
文
を
読
む
。

十
日�　

栄
太
・
徳
民
の
為
め
に
周
南
の
文
を
読
む
。
土
屋
弥
之
助
来
る
。
国
司

仙
吉
の
為
め
に
礼
記
を
読
む
。

十
一
日�　

徳
民
・
栄
太
の
為
め
に
周
南
の
文
を
読
む
。
玉
木
彦
介
も
同
じ
。

　

ま
た
、
門
下
生
の
代
表
格
で
あ
る
久
坂
玄
瑞
が
選
ぶ
愛
読
書
の
一
つ
と
し
て
も
周

南
の
文
章
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

（
31
）、

藩
内
の
学
問
と
し
て
山
県
周
南
の
著

作
が
い
か
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
か
を
窺
え
る
と
い
う
点
で
示
唆
的
で
あ
る
。

　

松
陰
が
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
周
南
の
文
章
を
用
い
て
松
下
村
塾
の
門
下
生
に
教
え

て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
教
育
論
に
つ
い
て
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
れ
ば

（
32
）、

松
陰
が
「
僕
」
を
多
用
す
る
に
至
っ
た
契
機
は
、『
史
記
』
や
『
漢
書
』

か
ら
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
松
陰
か
ら
百
年
以
上
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
藩
内
教
学

の
祖
で
あ
る
山
県
周
南
に
よ
る
使
用
に
想
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
松
陰

は
「
僕
」
を
、
周
南
の
使
用
意
識
と
は
ま
た
異
な
り
、
自
ら
を
他
者
に
劣
る
存
在
で

あ
る
こ
と
を
殊
更
に
強
調
し
て
表
現
し
、
そ
れ
に
よ
り
内
心
を
自
由
に
吐
露
す
る
の

に
相
応
し
い
語
と
し
て
多
用
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

従
来
、
一
人
称
代
名
詞
「
僕
」
の
自
覚
的
な
使
用
は
、
幕
末
期
に
始
ま
る
よ
う
に

捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
す
で
に
江
戸
中
期
の
長
州
藩
の

山
県
周
南
に
お
い
て
「
僕
」
の
自
覚
的
な
使
用
が
認
め
ら
れ
、
先
行
研
究
に
お
け
る

言
及
よ
り
も
そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

周
南
に
よ
る
「
僕
」
の
使
用
は
、
自
身
を
理
解
し
て
く
れ
る
間
柄
に
お
い
て
、
謙

遜
の
意
と
と
も
に
相
手
へ
の
高
い
敬
意
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
使

用
は
、
一
人
称
代
名
詞
と
し
て
の
「
僕
」
の
初
出
で
あ
る
『
史
記
』
で
の
使
用
が
相

手
へ
の
敬
意
の
表
明
を
本
旨
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
周
南
は
、
自
ら
藩
の
修
史
に
も
携
わ
る
歴
史
重
視
の
姿
勢
と
司
馬
遷
へ
の
私

淑
か
ら
『
史
記
』
に
見
ら
れ
る
「
僕
」
の
語
に
着
眼
し
、
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
、『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
に
お
け
る
「
僕
」
の
多
用
に
影
響
を
受
け
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
幕
末
期
に
至
り
、
藩
内
教
学
の
祖
で
あ
る
山
県
周
南
の
「
僕
」
の
使
用
に

想
を
得
て
用
い
始
め
た
吉
田
松
陰
に
お
い
て
は
、自
ら
の
卑
下
を
強
調
す
る
こ
と
で
、

か
え
っ
て
内
心
を
自
由
に
吐
露
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
一
人
称
と
し
て
用
い

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
生
涯
を
幽
囚
の
身
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
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た
こ
と
に
よ
る
自
意
識
も
あ
ず
か
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
、従
来
の
見
解
の
よ
う
に
、

松
陰
が
「
僕
」
を
対
等
・
目
下
の
相
手
へ
の
一
人
称
と
し
て
用
い
て
い
た
と
捉
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
使
用
は
、
松
陰
に
倣
っ
て
「
僕
」
を
用
い
た

高
杉
晋
作
や
久
坂
玄
瑞
と
い
っ
た
門
下
生
に
散
見
す
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
他
日

を
期
し
た
い
。

注１　

友
田
健
太
郎
「〈
僕
〉
の
忠
義
─
吉
田
松
陰
書
簡
の
一
人
称
を
巡
っ
て
─
」（『
三
田
文
学
』

九
四
、
二
〇
一
五
年
）。

２　

山
県
周
南
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、藤
井
明
・
久
富
木
成
大
『
山
井
崑
崙
・
山
県
周
南
』（
叢

書
日
本
の
思
想
家
一
八
、明
徳
出
版
社
、一
九
八
八
年
）、若
水
俊「
明
倫
館
の
設
立
と
周
南
」

（『
徂
徠
と
そ
の
門
人
の
研
究
』
所
収
、
三
一
書
房
、
一
九
九
三
年
）、
河
村
一
郎
「
山
県

周
南
一
面
」（『
長
州
藩
思
想
史
覚
書
』
所
収
、
私
家
版
、
一
九
八
六
年
）、
同
「
山
県
周

南
の
教
育
論
」（『
長
州
藩
徂
徠
学
』
所
収
、
私
家
版
、
一
九
九
〇
年
）、『
山
口
県
史
』
史

料
編
・
近
世
５
解
説
（
山
口
県
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
拙
著
『
長
州
藩
教

育
の
源
流
─
徂
徠
学
者
・
山
県
周
南
と
藩
校
明
倫
館
─
』（
溪
水
社
、二
〇
一
三
年
）
参
照
。

３　

た
だ
し
、「
僕
」
に
充
て
ら
れ
た
訓
は
「
ワ
タ
ク
シ
」「
コ
チ
」「
ワ
レ
」
で
あ
る
。「
ボ
ク
」

と
い
う
訓
に
つ
い
て
の
検
討
も
大
き
な
課
題
だ
が
、
本
稿
は
「
僕
」
語
自
体
の
自
覚
的
な

使
用
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

４　
『
周
南
先
生
文
集
』（
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
）。

５　

山
県
周
南
と
朝
鮮
通
信
使
と
の
詩
の
応
酬
と
親
交
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
信
原
修
「
正
徳

辛
卯
信
使
の
来
日
と
詩
文
唱
酬
の
実
態
─
山
県
周
南
・
当
壮
菴
一
族
ら
を
中
心
に
─
」（『
朝

鮮
学
報
』
第
百
六
十
二
輯
、
一
九
九
七
年
）
に
詳
し
い
。

６　

山
県
周
南
に
よ
る
小
倉
尚
斎
へ
の
敬
意
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
小
倉
尚
斎
と
山
県
周
南
─

学
統
学
派
を
こ
え
た
親
交
─
」（『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
九
十
六
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

７　

吉
田
祥
朔
『
近
世
防
長
人
名
辞
典
』
増
補
版
（
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
七
六
年
）
参
照
。

８　
「
弁
道
」（
日
本
思
想
大
系
三
六
『
荻
生
徂
徠
』
所
収
、岩
波
書
店
、一
九
七
三
年
、一
一
頁
）。

９　

山
県
泰
恒
「
先
考
周
南
先
生
行
状
」（
前
掲
『
周
南
先
生
文
集
』
所
収
）。

10　
「
送
三
浦
生
之
京
師
序
」（
前
掲
『
周
南
先
生
文
集
』
所
収
）。

11　

西
山
猛
『
漢
語
史
に
お
け
る
指
示
詞
と
人
称
詞
』（
好
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
〇

─
一
一
一
頁
）。

12　

同
右
、
一
三
三
─
一
三
四
頁
。

13　
『
史
記
』
淮
陰
侯
列
伝
（
新
釈
漢
文
大
系
九
〇
、
明
治
書
院
、
一
九
九
六
年
）、
一
二
五
─

一
二
六
頁
。

14　
『
漢
書
補
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
四
三
二
五
─
四
三
七
二
頁
）。

15　
『
新
校
訂
六
家
注
文
選
』
第
一
冊
（
鄭
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
四
六
七
頁
）。

16　
「
与
藪
震
菴　

附
答
問
」（『
徂
徠
集
』
巻
二
十
三
、
影
印
本
、「
詩
集
日
本
漢
詩
」
第
三
巻

所
収
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
、
二
四
四
頁
）。

17　
「
次
公
字
叙
贈
行
」（
前
掲
『
徂
徠
集
』
巻
十
、
九
二
─
九
三
頁
）。

18　

前
掲
「
先
考
周
南
先
生
行
状
」。

19　

友
田
前
掲
論
文
。

20　
「
兄
杉
梅
太
郎
宛
」（『
吉
田
松
陰
全
集
』〈
以
下
、『
全
集
』〉
第
七
巻
、
大
和
書
房
、
二
〇

一
二
年
、
八
〇
頁
）。

21　

同
右
、
七
七
頁
。

22　

同
右
、
七
九
頁
。

23　

友
田
前
掲
論
文
。

24　

吉
田
松
陰
の
「
狂
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
に
、
下
程
勇
吉
『
吉
田
松
陰
の
人
間
学
的

研
究
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
八
八
年
）、
前
田
愛
「
松
陰
に
お
け
る
「
狂
愚
」
─
嘉

永
三
年
か
ら
六
年
─
」（『
文
学
』
三
九
（
四
）、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、
拙
稿
「
吉

田
松
陰
に
お
け
る
儒
家
的
な
「
狂
」
の
思
想
と
実
践
─
「
兵
学
者
」
と
し
て
の
人
物
理
解

を
踏
ま
え
て
─
」（『
道
徳
と
教
育
』
第
三
三
六
号
、
二
〇
一
八
年
）
が
あ
る
。

25　
「
福
原
又
四
郎
に
復
す
」（『
全
集
』
第
五
巻
、
二
三
三
頁
）。

26　

同
右
、
二
三
四
頁
。

27　
「
小
田
村
士
毅
に
寄
す
」（『
全
集
』
第
五
巻
、
二
九
四
頁
）。

28　
「
入
江
杉
蔵
宛
」（『
全
集
』
第
八
巻
、
二
五
二
頁
）。

29　
「
野
山
獄
読
書
記
」（『
全
集
』
第
九
巻
、
四
四
五
頁
）。

30　
「
丁
巳
日
乗
」（『
全
集
』
第
九
巻
、
五
〇
〇
頁
）。

31　

久
坂
玄
瑞
の
「
愛
読
書
籍
目
録
」
に
、
山
県
周
南
に
よ
る
「
海
北
君
神
道
研
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
（『
久
坂
玄
瑞
全
集
』
所
収
、
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
九
二
年
、
七
三
五
頁
）。

32　

拙
稿 

「
吉
田
松
陰
と
徂
徠
学
の
教
育
論
─
長
州
藩
に
お
け
る
学
問
的
風
土
の
影
響
─
」

（『
日
本
歴
史
』
七
三
六
、
二
〇
〇
九
年
）。

361－14－（　　）

近世における一人称代名詞「僕」の使用をめぐって




